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すずしん
静岡県議会議員 すず きさとる 新 聞　地域に役立つ県政報告・情報発信を心掛けます！

学校を拠点に、まちづくり！

秋津小学校校門にて岸裕司さんと。
看板の言葉は味があります。

校内のベンチで昼食。周囲には手作りのビオトープ池や菜園等
が広がります。ベンチやテーブルも地域の方による手作り。

校舎内のコミュニティルームで収穫祭。
隣室で練習していた方も飛び入り参加。

　東日本大震災発生から２年が経ちました。

　この間、教訓や課題を学ぼうと様々な調査が行なわれてい
ます。その一つに、避難所となった宮城県内の小中学校の校長
への聞き取り調査があります。それによれば、「学校支援地域
本部」が設置されていた学校の95%では、避難所を運営する
自治組織が混乱も無く順調に立ち上がったのに対し、学校支
援地域本部が無かった学校の40%では混乱が見られ、順調
だったのは３５％だったそうです。

　「学校支援地域本部」とは、学校・家庭・地域が一体となって
地域ぐるみで子どもを育てる体制の整備を目的として設置さ
れているもので、静岡市では「学校応援団」という名称で一部
の小中学校に置かれています。しかし、応援団コーディネー
ターは各校１名ということもあり、地域ぐるみの活動と言える
までには広がっていないように思えます。

　私は以前から、公立学校は市民の財産なのだからもっと地
域に開放すべきと考えてきました。特に週末や休日に校庭が手
続き無しで自由に使えたら遠くに行かなくても子供と遊べる
のにと思ってしまいます。学校としては、施設管理や安全等の
問題上、学校開放は困難ということなのでしょう。

　ところが、全国各地には様々な形で施設を開放している学
校があります。その先進地と思われるのが、千葉県習志野市立
秋津小学校です。ご紹介が大変遅くなりましたが、実は昨年６
月２４日に視察致しました。

　学校内を案内して下さったのは、秋津コミュニティ顧問の岸
裕司さん。岸さんは秋津小PTA会長だった時に秋津コミュニ
ティを創設した方です。秋津小は２００６年に千葉県最初のコ
ミュニティ・スクール（学校運営協議会制度：保護者や地域住
民等が一定の権限と責任を持って学校運営に参画する制度。
学校支援地域本部は学校運営には参画しない）となっていま
すが、「秋津コミュニティ」が創設されたのは児童の減少に
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防災も、子育ても、地域の活性化も、全て「学校」で解決
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★★★★★★ お申し込み用紙（切らずにそのままＦＡＸ等でお送り下さい） ★★★★★★

お名前

ご住所

電話番号 ＦＡＸ番号―　　　　― ―　　　　―

● どなたでも参加できます。ご希望の方は下記の用紙（不足の場合は複写して下さい）にご記入の上、
　 お手数ですが、すずきさとる事務所（FAX054-281-3716）までお申し込み下さい。
　 FAX等が難しい方はお電話（054-281-3715）でお申し込み下さい。

静岡県議会議員すずきさとる事務所　〒422-8075 静岡市駿河区大坪町３－２７
　　電話 054-281-3715　FAX 054-281-3716　E-mail: mail@suzukisatoru.net
　　開所時間：月・水・金（休祝日除く）９時～17時　※石田街道沿いにあります！

地元に根ざした事務所を目指しています。県議会について話を直接聞きたい、
地域の活動等で事務所を使いたいという方、遠慮なくご連絡下さい！  すずきさとる

お読み下さりありがとうございます。『すずしん』に関するお問い合わせは…

伴って生じた空き教室４室等をコミュニティルームとして地域に開放した１９９５年のことです。

　視察して感銘した点は、「出来る人が出来る時に無理なく楽しく」を理念として実行していることです。私が
伺った日曜日も、校庭は普通の公園のように開放され、コミュニティルームにも様々な個人や団体の方がいまし
た。校庭内の畑で育てた野菜を肴にしての収穫祭では、各自が自由に食べ物や飲み物を持ち寄っていました。「そ
こに行けば誰かしらいる、だからいつも人が集まる」そんなコミュニティが秋津小にはありました。

　授業のある平日には、休み時間に児童がコミュニティルームに遊びに来たり、また地域の方も様々な授業や学
校行事に参加したりする、だから児童も先生も地域の方もお互いによく知っていて、不審者が来てもすぐにわか
るし、地域の方も児童を見守っているから、いじめや不登校もないーそれが秋津小を中心とした秋津地域です。
防災訓練も兼ねたキャンプも秋津小で毎年実施しています。つまり、防災、防犯、子育て、地域の活性化等、各地で
大きな問題となっている課題を、秋津地域は秋津小を拠点にして自らの手で解決しているのです。それも、多くの
ものがボランティアによる手作り、しかも出来る人、やりたい人が活動しているのですから、学校側にも地域の
方々にも財政的、精神的負担が少ない、「安上がり」の取り組みなのです。

　静岡県は、この４月から、富士市立高校が県内最初のコミュニティ・スクールとして本格的に活動を開始すると
いう段階です。ぜひとも多くの方々に秋津コミュニティの取り組みを知って頂きたく、現在、文部科学省委嘱コ
ミュニティ・スクール推進員としても活躍されている岸裕司さんを講師としてお招きし、秋津の取り組みをご紹介
頂きながら、皆様とざっくばらんに話し合う座談会を以下のように企画しました。お気軽にご参加下さい！

日 時 ▶ 2013年 5月１１日（土） 午後2時～午後5時
場 所 ▶ ＪＲ静岡駅ビル「パルシェ」7階会議室 　　会 費 ▶ １００円
講 師 ▶ 岸　裕司 氏（文部科学省委嘱コミュニティ・スクール推進員）

すずきさとる県政報告 ＋ 特別座談会
「学校づくり・子育て・まち育てはセットでできる！」


